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(1)�

台
北
市
日
本
工
商
会
・
日
本
台
湾
交
流
協

会
と
参
加
者
と
の
交
流
懇
談
会

　

蔡
英
文
新
政
権
の
経
済
政
策
は
、
①
投
資

活
性
化
、②
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
（
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
国
防
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
等
）、
③
社
会
の
安
心
（
長
期
ケ
ア
10

年
計
画
）
④
市
場
の
開
拓
（
新
南
向
政
策
）

⑤
そ
の
他
（
労
働
基
準
法
改
正
、
外
国
人
材

活
用
促
進
策
、税
制
改
革
等
）な
ど
で
あ
る
が
、

な
か
な
か
実
態
が
見
え
て
こ
な
い
こ
と
で
、

支
持
率
の
低
下
に
繋
が
っ
て
い
る
。
日
本
と

台
湾
は
貿
易
相
手
国
と
し
て
非
常
に
密
接
な

関
係
に
あ
る
。
今
後
の
更
な
る
交
流
促
進
を

期
待
し
て
い
る
。

(2)�
中
華
民
国
交
通
部
観
光
局

林
坤
源
国
際
組
組
長　

表
敬
訪
問

【
林
組
長
】　

台
湾
観
光
親
善
大
使
小
林
幸
子

さ
ん
の
故
郷
で
あ
る
新
潟
県
の
商
工
会
議
所

の
皆
様
の
訪
問
を
心
よ
り
歓
迎
す
る
。
昨
年

は
日
本
か
ら
台
湾
へ
の
観
光
客
が
１
８
９
万

人（
前
年
比
16
・
５
％
増
）、
台
湾
か
ら
日
本

へ
は
４
２
９
万
人（
前
年
比
13
・
６
％
増
）、日

台
双
方
を
合
わ
せ
て
６
０
０
万
人
を
超
え
て

い
る
。
今
年
の
目
標
は
、
台
湾
へ
の
観
光
客

を
２
０
０
万
人
に
す
る
こ
と
。
新
潟
―
台
湾

間
の
航
空
便
は
、
ま
だ
ま
だ
本
数
が
少
な
い
。

増
便
を
望
む
と
と
も
に
、今
後
は「
修
学
旅
行
」

の
誘
致
を
促
進
し
て
い
き
た
い
。

【
福
田
会
頭
】　

新
潟
―
台
湾
便
の
航
空
路
開

設
及
び
通
年
運
航
に
つ
い
て
お
力
添
え
い
た

だ
き
感
謝
申
し
上
げ
る
。
台
湾
と
い
う
国
は

大
変
魅
力
的
な
国
。
今
後
の
交
流
促
進
と
、増

便
に
向
け
て
鋭
意
努
力
し
て
参
り
た
い
。
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
る
。

賃
金
改
定
に
関
す
る
調
査
結
果
を
公
表

�

～
賃
金
関
係
説
明
会
～

　

新
潟
市
内
に
本
社
の
あ
る
３
０
０
社
を
対
象

に「
賃
金
改
定
に
関
す
る
経
営
者
意
識
調
査
」（
調

査
期
間
平
成
29
年
１
月
７
日
か
ら
１
月
27
日
ま

で
・
回
収
率
56
・
３
％
）を
実
施
。
こ
の
ほ
ど
結

果
が
ま
と
ま
り
、
２
月
21
日
に
朱
鷺
メ
ッ
セ
に

お
い
て
賃
金
関
係
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

調
査
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

「
現
時
点
で
考
え
て
い
る
貴
社
の
平
成
29

年
の
賃
金
改
定
見
通
し
に
つ
い
て
」

「
賃
金
引
き
上
げ
を
検
討
す
る
」と
し
た
回
答

は
、
71
・
６
％（
前
年
比
▲
４
・７
）と
低
下
。
賃

上
げ
率
で
は「
２
％
程
度
」と
す
る
回
答
が
17
・

８
％（
前
年
比
▲
５
・
４
）、「
１
％
程
度
」と
す
る

回
答
が
27
・
８
％（
前
年
比
＋
４
・
１
％
）と
な
っ

て
お
り
、
賃
上
げ
幅
が
昨
年
を
下
回
る
傾
向
を

示
し
て
い
る
。
一
方「
改
定
し
な
い
」と
の
回
答

は
24
・
３
％（
前
年
比
＋
４
・５
）と
全
体
的
に
賃

上
げ
を
実
施
す
る
傾
向
が
低
く
、
賃
上
げ
率
が

低
く
な
っ
て
い
る
。（
表
１
参
照
）

　

昨
年
の
新
潟
県
の
賃
上
げ
状
況
は
、

３
９
９
６
円
で
、
率
に
し
て
１
・
６
％（
県
労
政

雇
用
課
・
組
合
平
均
）で
し
た
。

「
現
時
点
で
考
え
て
い
る
賃
金
引
き
上
げ
の
具

体
的
な
方
法
に
つ
い
て
」

　
「
賃
上
げ
の
具
体
的
方
法
」に
つ
い
て
は
、「
定

期
昇
給
」が
48
・
１
％（
前
年
比
▲
１
・
９
）、「
定

昇
、
ベ
ア
の
区
別
な
く
引
き
上
げ
」が
27
・
１
％

（
前
年
比
＋
６
・
２
％
）と
の
回
答
結
果
と
な
り
、

総
額
人
件
費
か
ら
見
た
引
き
上
げ
を
検
討
し
て

い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

「
賃
金
引
き
上
げ
の
場
合
の
具
体
的
吸
収
方
法

に
つ
い
て
」

　
「
賃
上
げ
の
具
体
的
吸
収
方
法
」に
つ
い
て
は
、

「
人
員
配
置
・
作
業
方
法
の
改
善
」が
26
・
８
％（
前

年
比
▲
４
・３
）、「
コ
ス
ト
削
減
」が
28
・
６
％（
前

年
比
＋
３
・
５
）と
の
回
答
結
果
と
な
り
、
前
年

と
比
較
し
て
人
の
効
率
化
よ
り
諸
経
費
等
の
コ

ス
ト
削
減
を
重
視
し
て
い
る
。
そ
の
他
、「
機
械

設
備
等
の
導
入
拡
大
に
よ
る
省
力
化
」が
13
・

１
％（
前
年
比
＋
６
・
７
）と
増
加
し
て
い
る
。

（
図
１
参
照
）

「
賃
金
改
定
に
お
い
て
最
も
重
視
す
る
点
に
つ
い
て
」

　
「
賃
金
改
定
に
お
い
て
最
も
重
視
す
る
点
」に

つ
い
て
は
、「
企
業
業
績
」が
40
・
４
％（
前
年
比

＋
０
・５
）、「
雇
用
の
確
保
と
定
着
」が
24
・
３
％

（
前
年
比
＋
３
・３
）と
の
回
答
結
果
と
な
り
、「
企

業
業
績
」重
視
は
変
わ
ら
な
い
が
、
人
手
不
足
を

反
映
し
て
か
、「
雇
用
の
確
保
と
定
着
」を
理
由
に

挙
げ
る
回
答
が
増
加
し
て
い
る
。

今
後
の
増
便
化
、
交
流
促
進
に
好
感
触

　
　
～ 

台
湾
視
察
研
修
ツ
ア
ー 

～

　

定
期
便
化
が
決
定
し
た
台
湾
線
の
利
用
促
進
と
当
所
創
立
１
２
０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
の

会
員
の
交
流
促
進
を
目
的
に
、
２
月
17
日
～
20
日
の
３
泊
４
日
で
台
湾
視
察
研
修
ツ
ア
ー
を
実

施
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
25
名
。
中
華
民
国
交
通
部
観
光
局
の
林
坤
源
国
際
組
組
長
へ
の
表
敬

訪
問
で
は
、
新
潟
―
台
湾
便
の
増
便
と
今
後
の
交
流
促
進
に
向
け
た
意
欲
的
な
意
見
交
換
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
台
湾
の
代
表
的
な
観
光
地
を
巡
り
な
が
ら
、
会
員
同
士
の
親

睦
も
深
ま
っ
た
大
変
有
意
義
な
視
察
研
修
ツ
ア
ー
と
な
り
ま
し
た
。

中華民国交通部観光局�林坤源国際組組長（右）と
固い握手を交わす当所福田会頭（左）

図１　賃金改定の見通し図１　賃上げの場合の
具体的吸収方法について

引き上げ
を検討

（１％程度），
27.8%

未定・無回答，
3.6%

①人員配置・
作業方法

の改善，26.8%

その他，2.3%
⑦職能給等

賃金制度の改正，
6.6%

⑥パートへの切替、
下請・派遣労働者
の活用，6.1%

②諸経費等の
コスト削減，
28.6%

③新製品の開発・
新市場の開拓，
12.2%

④人員削減、
欠員不補充，
4.2%

⑤機械設備
等の導入
拡大による
省力化，
13.1%

改訂しない，
24.3%

引き下げを
検討，
0.6%

引き上げ
を検討

（1.5％程度），
21.9%

引き上げ
を検討

（2.0％程度），
17.8%

引き上げ
を検討

（2.5％以上），
2.4%

引き上げ
を検討
（未定・
無回答），
1.8%

表１　賃金改定の見通し

回答数 29年
構成比

28年
構成比 増減

①引き上げを検討 121 71.6% 76.3% ▲4.7

　a. 1％程度 47 27.8% 23.7% 4.1

　b. 1.5％程度 37 21.9% 24.3% ▲2.4

　c. 2.0％程度 30 17.8% 23.2% ▲5.4

　d. 2.5％以上 4 2.4% 2.8% ▲0.4

　e. 未定・無回答 3 1.8% 2.3% ▲0.5

②引下げを検討 1 0.6% 1.1% ▲0.5

③改定しない 41 24.3% 19.8% 4.5

④未定・無回答 6 3.6% 2.8% 0.8

計 169 100% 100%
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会議所の き動

2017.3

【
和
田
氏
講
演
概
要
】

・�

エ
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
の
忘
却
曲
線
に
よ
れ
ば
１
時

間
後
に
は
学
習
し
た
知
識
の
半
分
以
上
は
忘
れ

て
し
ま
う
。
徹
底
し
た
復
習
重
視
で
、
要
領
よ

く
知
識
を
頭
に
残
す
こ
と
が
受
験
勉
強
の
テ
ク

ニ
ッ
ク
。
こ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
、
大
人
に
な
っ

て
も
使
え
る
。

・�

歳
を
と
っ
て
も
単
純
記
憶
は
落
ち
な
い
。
繰
り

返
し
復
習
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
記
憶
は
よ
り

定
着
す
る
。
暗
記
は
夜
に
行
い
、
復
習
に
は
テ

ス
ト
を
す
る
と
効
率
的
で
あ
る
。

・�

40
歳
以
降
は
前
頭
葉
が
縮
み
始
め
る
た
め
、
前

頭
葉
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
。
物
事
を

考
え
た
り
覚
え
た
り
す
る
こ
と
で
前
頭
葉
が
鍛

え
ら
れ
る
。

・�
脳
に
良
い
暮
ら
し
と
は
、
規
則
正
し
い
生
活
と

十
分
な
睡
眠
を
と
る
こ
と
で
あ
る
。
毎
日
欠
か

さ
ず
朝
食
を
食
べ
、
食
事
は
１
日
20
品
目
が
理

想
。
ま
た
、「
社
交
の
促
進
」や「
笑
い
を
増
や
す
」

こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

・�

認
知
心
理
学
か
ら
み
た
頭
の
良
い
人
と
は
、
問

題
解
決
能
力
の
あ
る
人
、
知
識
を
用
い
て
推
論

の
で
き
る
人
で
あ
る
。
豊
富
な
知
識
が
推
論
の

幅
を
広
げ
る
。

・�

決
め
つ
け
や
二
分
割
思
考（
白
黒
は
っ
き
り
区

別
す
る
）、
完
全
主
義
は
コ
コ
ロ
に
悪
い
。
目

標
を
設
定
す
る
こ
と
は
、
ど
ん
な
こ
と
に
お
い

て
も
重
要
で
あ
る
。「
相
手
に
勝
つ
」な
ど
漠
然

と
し
た
目
標
で
は
な
く
、
最
低
限
ク
リ
ア
す
べ

き
目
標
を
立
て
ら
れ
る
こ
と
が
大
人
と
し
て
の

頭
の
良
さ
で
あ
り
、
具
体
的
な
ゴ
ー
ル
を
数
値

化
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

・�

社
会
に
は
Ｅ
Ｑ（em

otional�intelligence

）が

大
切
。相
手
の
立
場
に
立
つ
こ
と
に
よ
っ
て「
共

感
」が
生
ま
れ
、
仲
間
と
助
け
合
い
、
支
え
合

う
こ
と
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
良
く
な
る
。

・�

間
違
っ
た
方
向
の
努
力
は
成
果
が
出
な
い
だ
け

で
な
く
、
自
己
評
価
を
下
げ
て
し
ま
う
。
努
力

の
方
法
を
変
え
る
こ
と
で
成
功
に
繋
が
る
こ
と

も
あ
る
。
物
事
が
う
ま
く
い
か
な
い
時
は
、
運

や
素
質
の
せ
い
に
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
自

身
を
省
み
て
手
法
を
改
善
す
る
こ
と
が
大
切
。

・�

皆
、
自
分
が
優
秀
な
戦
力
と
な
ろ
う
と
す
る
が
、

万
能
に
な
る
必
要
は
な
い
。
自
分
に
不
足
す
る

能
力
を
ど
う
補
う
か
を
考
え
る
監
督
的
セ
ン
ス

が
欲
し
い
。
イ
ン
プ
ッ
ト（
知
識
）を
増
や
す
こ

と
以
上
に
、「
こ
の
学
力
で
ど
う
合
格
す
る
か
」

を「
考
え
る
力
」の
方
が
大
切
。
Ａ
Ｉ
の
時
代
に

入
る
今
、
今
の
生
活
を
よ
り
向
上
さ
せ
る
た
め

に「
こ
ん
な
も
の
を
作
っ
て
も
ら
え
た
ら
！
」と

発
想
す
る
こ
と
が
一
つ
の
才
能
で
あ
る
。

各
会
場
が
連
日
大
盛
況
！

～
に
い
が
た
冬�

食
の
陣
・
当
日
座
～

テープカットを行う福田会頭（手前右）

　

に
い
が
た
冬�
食
の
陣
「
当
日
座
」
が
、
２
月

11
日
、
12
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
市
内
４
会

場
（
古
町
・
万
代
シ
テ
イ
・
新
潟
ふ
る
さ
と
村
・

ピ
アBandai

）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

古
町
会
場
で
は
初
日
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
を
実
施
し
、
当
所
福
田
会
頭
や
食
の
陣

実
行
委
員
会
構
成
メ
ン
バ
ー
な
ど
に
よ
っ
て

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

25
周
年
を
迎
え
た
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
米
王

国
＝
米
文
化
＝
米
の
陣
」。
各
会
場
で
は
、
県
内

外
の
食
材
を
活
か
し
た
料
理
が
販
売
さ
れ
た
ほ

か
、
新
し
い
品
種
の
米
「
新
之
助
」の
お
に
ぎ
り

や
甘
酒
な
ど
の
振
る
舞
い
も
行
わ
れ
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
本
町
６
番
町
で
同
日
開
催
さ
れ

た「
新
潟
春
節
祭
」と
の
相
乗
効
果
も
あ
り
、
市

内
４
会
場
で
約
24
万
８
千
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

豊
富
な
知
識
が
人
間
の
幅
を
広
げ
る

大
人
に
な
っ
て
も
、
コ
コ
ロ
と
脳
の
健
康
が
大
切
！

～
和
田
秀
樹
氏
特
別
講
演
会
を
開
催
～

　

２
月
13
日
、
新
潟
県
信
用
保
証
協
会
と
の
共
催
で
、『
受
験
は
要
領
』
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
て
以

来
、
大
学
受
験
の
世
界
の
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
も
知
ら
れ
、
ま
た
、
映
画
監
督
と
し
て
も
活
躍
し

て
い
る
精
神
科
医
・
評
論
家
・
受
験
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
和
田
秀
樹
氏
を
講
師
に
招
き
、「
コ
コ
ロ
を
元
気

に
！
景
気
が
良
く
な
る
～
大
人
の
た
め
の
勉
強
法
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
特
別
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

講演する和田秀樹氏


